
(57)【要約】

　活性成分として、1)式(I)のトリアゾロピリミジン誘

導体、および2)式(II)のフェンピクロニルを、相乗効果

を有する量で含有する、イネ病原体を防除するための殺

菌混合物が開示される。化合物（I）と化合物（II）と

の混合物を使用してイネ病原体を防除する方法、該混合

物を製造するための化合物（I）および化合物（II）の

使用、ならびに該混合物を含有する薬剤もまた開示され

る。

【選択図】なし
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
1)式 I
【 化 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
の ト リ ア ゾ ロ ピ リ ミ ジ ン 誘 導 体 、 お よ び
2)式 II
【 化 ２ 】
　
　
　
　
　
の フ ェ ン ピ ク ロ ニ ル を 、
相 乗 効 果 を 有 す る 量 で 含 む 、 イ ネ 病 原 体 を 防 除 す る た め の 殺 菌 混 合 物 。
【 請 求 項 ２ 】
　 式 Iの 化 合 物 お よ び 式 IIの 化 合 物 を 100:1～ 1:100の 重 量 比 で 含 む 請 求 項 1に 記 載 の 殺 菌 混
合 物 。
【 請 求 項 ３ 】
　 液 体 ま た は 固 体 の 担 体 お よ び 請 求 項 1ま た は 2に 記 載 の 混 合 物 を 含 む 殺 菌 組 成 物 。
【 請 求 項 ４ 】
　 イ ネ 病 原 性 の 有 害 な 菌 類 を 防 除 す る 方 法 で あ っ て 、 菌 類 、 そ の 生 育 環 境 ま た は 菌 類 の 攻
撃 か ら 保 護 す べ き 植 物 、 土 壌 も し く は 種 子 を 、 有 効 量 の 請 求 項 1に 記 載 の 化 合 物 Iお よ び 化
合 物 IIに よ り 処 理 す る こ と を 含 む 、 前 記 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 1に 記 載 の 化 合 物 Iお よ び IIを 同 時 に 、 す な わ ち 一 緒 に も し く は 別 々 に 、 ま た は 連
続 し て 施 用 す る 、 請 求 項 4に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 1ま た は 2に 記 載 の 混 合 物 を 、 5 g/ha～ 2000 g/haの 量 で 施 用 す る 、 請 求 項 4に 記 載
の 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 有 害 な 菌 類 で あ る コ ク リ オ ボ ル ス ・ ミ ヤ ベ ア ヌ ス （ Cochliobolus miyabeanus） を 防 除
す る 、 請 求 項 4～ 6の い ず れ か 1項 に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 請 求 項 1ま た は 2に 記 載 の 混 合 物 を 、 1～ 1000 g/種 子  100 kgの 量 で 施 用 す る 、 請 求 項 4ま
た は 5に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
　 1～ 1000 g/100 kgの 量 の 請 求 項 1ま た は 2に 記 載 の 混 合 物 を 含 む 種 子 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 イ ネ 病 原 性 の 有 害 な 菌 類 を 防 除 す る の に 適 し た 組 成 物 を 調 製 す る た め の 、 請 求 項 1に 記
載 の 化 合 物 Iお よ び 化 合 物 IIの 使 用 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
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【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 活 性 成 分 と し て 、
1)　 式 I
【 化 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ０ ２ 】
の ト リ ア ゾ ロ ピ リ ミ ジ ン 誘 導 体 、 お よ び
2)　 式 II
【 化 ２ 】
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ０ ３ 】
の フ ェ ン ピ ク ロ ニ ル （ fenpiclonil） を 、
相 乗 効 果 を 有 す る 量 で 含 む 、 イ ネ 病 原 体 を 防 除 す る た め の 殺 菌 混 合 物 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 さ ら に 、 本 発 明 は 、 化 合 物 Iと 化 合 物 IIと の 混 合 物 を 使 用 し て イ ネ 病 原 体 を 防 除 す る 方
法 、 か か る 混 合 物 を 調 製 す る た め の 化 合 物 Iと 化 合 物 IIの 使 用 、 お よ び 該 混 合 物 を 含 む 組
成 物 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 化 合 物 I、 5-ク ロ ロ -7-(4-メ チ ル ピ ペ リ ジ ン -1-イ ル )-6-(2,4,6-ト リ フ ル オ ロ フ ェ ニ ル )
-[1,2,4]ト リ ア ゾ ロ [1,5-a]ピ リ ミ ジ ン 、 そ の 調 製 お よ び そ の 有 害 な 菌 類 に 対 す る 作 用 は
文 献 に よ り 公 知 で あ る (WO 98/46607)。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 化 合 物 II、 4-(2,3-ジ ク ロ ロ フ ェ ニ ル )-1H-ピ ロ ー ル -3-カ ル ボ ニ ト リ ル 、 そ の 調 製 お よ
び そ の 有 害 な 菌 類 に 対 す る 作 用 も 同 様 に 文 献 に よ り 公 知 で あ る （ Proc. 1988 Br. Crop Pr
ot. Conf. - Pests Dis., Vol. 1, p. 65;一 般 名 : フ ェ ン ピ ク ロ ニ ル ） 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ト リ ア ゾ ロ ピ リ ミ ジ ン 誘 導 体 と フ ェ ン ピ ク ロ ニ ル と の 混 合 物 は 、 EP-A 988 790に よ り 一
般 的 な 形 で 公 知 で あ る 。 化 合 物 Iは 、 こ の 文 献 の 一 般 的 な 開 示 に 含 ま れ て い る も の の 、 明
記 は さ れ て い な い 。 従 っ て 、 化 合 物 Iと フ ェ ン ピ ク ロ ニ ル と の 組 合 せ は 新 規 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 EP-A 988 790に よ り 公 知 の 相 乗 性 混 合 物 は 、 穀 類 、 果 実 お よ び 野 菜 の 種 々 の 病 気 、 た と
え ば 、 コ ム ギ お よ び オ オ ム ギ の う ど ん 粉 病 ま た は リ ン ゴ の 灰 色 カ ビ 病 に 対 し て 殺 菌 活 性 を
示 す と 記 載 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 イ ネ 植 物 の 特 殊 な 栽 培 条 件 の た め 、 イ ネ 殺 菌 剤 が 満 た す べ き 要 件 は 、 穀 類 ま た は 果 実 の
栽 培 時 に 使 用 さ れ る 殺 菌 剤 が 満 た す べ き 要 件 と は か な り 異 な る 。 施 用 方 法 に 相 違 が 存 在 す
る 。 つ ま り 、 現 代 の イ ネ 栽 培 に お い て は 、 多 く の 場 所 で 慣 用 の 葉 へ の 施 用 法 に 加 え て 、 殺
菌 剤 を 種 蒔 き の 最 中 ま た は 直 後 に 直 接 土 壌 に 施 用 す る 。 殺 菌 剤 は 根 か ら 植 物 に 取 り 込 ま れ
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、 該 植 物 の 樹 液 を 介 し て 保 護 す べ き 植 物 部 位 に 運 ば れ る 。 一 方 、 穀 類 ま た は 果 実 の 栽 培 時
に は 、 殺 菌 剤 を 通 常 葉 ま た は 果 実 に 施 用 す る 。 従 っ て 、 こ れ ら の 作 物 で は 、 活 性 化 合 物 の
浸 透 作 用 は 殆 ど 重 要 と さ れ な い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 さ ら に 、 イ ネ 病 原 体 は 、 一 般 的 に 穀 類 ま た は 果 実 の 病 原 体 と 異 な る 。 イ ネ の イ モ チ 病 菌
(Pyricularia oryzae)、 コ ク リ オ ボ ル ス ・ ミ ヤ ベ ア ヌ ス （ Cochliobolus miyabeanus） お
よ び コ ル チ シ ウ ム ・ サ サ キ イ (Corticium sasakii)(異 名 :リ ゾ ク ト ニ ア ・ ソ ラ ニ  (Rhizoct
onia solani))は 、 イ ネ 植 物 に 最 も よ く 見 ら れ る 病 気 の 病 原 体 で あ る 。 リ ゾ ク ト ニ ア ・ ソ
ラ ニ は 、 サ ブ ク ラ ス で あ る ア ガ リ コ ミ セ チ ダ エ (Agaricomycetidae)に 属 す る 、 農 業 的 意 義
を 有 す る 唯 一 の 病 原 体 で あ る 。 大 部 分 の 他 の 菌 類 と は 対 照 的 に 、 こ の 菌 は 胞 子 で は な く 菌
糸 体 に よ る 感 染 を 介 し て 植 物 を 攻 撃 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ の た め 、 穀 類 ま た は 果 実 栽 培 時 の 殺 菌 活 性 に 関 す る 知 見 を イ ネ 作 物 に 当 て は め る こ と
は で き な い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 農 業 の 実 践 的 な 経 験 に よ り 、 有 害 な 菌 類 の 防 除 に 単 一 の 活 性 化 合 物 の み を 繰 り 返 し 施 用
す る と 、 多 く の 場 合 、 当 該 活 性 化 合 物 に 対 す る 天 然 の ま た は 適 応 に よ る 発 達 し た 耐 性 を 有
す る 菌 株 の 迅 速 な 選 択 が 生 じ る こ と が 示 さ れ て い る 。 そ の 結 果 、 当 該 活 性 化 合 物 に よ り こ
れ ら の 菌 類 を 効 果 的 に 防 除 す る こ と は も は や 不 可 能 に な る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 最 近 で は 、 耐 性 を 有 す る 菌 株 の 選 択 が 生 じ る 危 険 性 を 減 ら す た め に 、 通 常 、 有 害 な 菌 類
を 防 除 す る た め に 異 な る 活 性 化 合 物 の 混 合 物 が 使 用 さ れ る 。 異 な る 作 用 メ カ ニ ズ ム を 有 す
る 活 性 化 合 物 を 組 み 合 わ せ る こ と に よ り 、 比 較 的 長 期 間 に わ た っ て 確 実 に 有 効 な 防 除 を 行
う こ と が 可 能 で あ る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 で き る 限 り 少 な い 施 量 で イ ネ 病 原 体 の 耐 性 に 効 果 的 に 対 処 す る と と も
に イ ネ 病 原 体 を 効 果 的 に 防 除 す る こ と を 目 的 と し て 、 施 用 す る 活 性 化 合 物 の 総 量 を 減 ら し
つ つ 、 有 害 な 菌 類 に 対 す る 改 善 さ れ た 効 果 を 有 す る 混 合 物 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 者 ら は 、 上 記 で 定 義 し た 混 合 物 に よ り こ の 目 的 が 達 成 さ れ る こ と を 見 出 し た 。 さ
ら に 、 本 発 明 者 ら は 、 化 合 物 Iお よ び 化 合 物 IIを 同 時 に 、 す な わ ち 一 緒 に も し く は 別 々 に
施 用 す る こ と 、 ま た は 化 合 物 Iお よ び 化 合 物 IIを 連 続 し て 施 用 す る こ と に よ り 、 個 々 の 活
性 化 合 物 を 用 い て 達 成 し う る 防 除 よ り も 優 れ た イ ネ 病 原 体 の 防 除 が 可 能 と な る こ と を 見 出
し た 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 化 合 物 Iお よ び IIの 混 合 物 、 ま た は 同 時 に 、 す な わ ち 一 緒 に も し く は 別 々 に 使 用 さ れ る
化 合 物 Iお よ び 化 合 物 IIは 、 子 嚢 菌 類 (Ascomycetes)、 不 完 全 菌 類 (Deuteromycetes)お よ び
担 子 菌 類 (Basidiomycetes)の ク ラ ス に 属 す る イ ネ 病 原 体 に 対 す る 際 だ っ た 作 用 を 呈 す る 。
そ れ ら は 、 種 子 を 処 理 す る 場 合 に 、 ま た 葉 お よ び 土 壌 に 作 用 す る 殺 菌 剤 と し て 、 使 用 す る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 そ れ ら は 、 イ ネ 植 物 お よ び 該 植 物 の 種 子 に お い て ビ ポ ラ リ ス (Bipolaris)お よ び ド レ ク
ス レ ラ (Drechslera)sp.、 な ら び に イ モ チ 病 菌 (Pyricularia oryzae)な ど の 有 害 な 菌 類 を
防 除 す る 際 に 特 に 重 要 で あ る 。 そ れ ら は コ ク リ オ ボ ル ス ・ ミ ヤ ベ ア ヌ ス に よ り 引 き 起 こ さ
れ る イ ネ の 褐 点 病 を 防 除 す る の に 特 に 適 し て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 さ ら に 、 本 発 明 の 化 合 物 Iお よ び IIの 組 合 せ は 、 例 え ば 、 穀 類 に お け る セ プ ト リ ア (Sept
oria)お よ び プ ク キ ニ ア (Puccinia)sp.、 な ら び に 野 菜 、 果 実 お よ び ブ ド ウ に お け る ア ル タ
ナ リ ア (Alternaria)お よ び ボ ト リ テ ィ ス (Botrytis)sp.な ど の 他 の 病 原 体 を 防 除 す る た め
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に も 使 用 で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 前 記 混 合 物 を 調 製 す る 場 合 、 純 粋 な 活 性 化 合 物 Iお よ び IIを 使 用 す る こ と が 好 ま し く 、
必 要 に 応 じ て 、 有 害 な 菌 類 ま た は 昆 虫 、 ク モ も し く は 線 虫 な ど の 他 の 害 虫 に 対 す る さ ら な
る 活 性 化 合 物 、 あ る い は 除 草 も し く は 生 長 調 節 活 性 化 合 物 ま た は 肥 料 を 加 え る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 上 記 の 意 味 で 適 切 な 他 の 活 性 化 合 物 は 、 特 に 、 以 下 の 群 :
・ ベ ナ ラ キ シ ル （ benalaxyl） 、 オ フ レ ー ス （ ofurace） 、 オ キ サ ジ キ シ ル （ oxadixyl） な
ど の ア シ ル ア ラ ニ ン 、
・ ア ル ジ モ ル フ （ aldimorph） 、 ド デ モ ル フ （ dodemorph） 、 フ ェ ン プ ロ ピ ジ ン （ fenpropi
din） 、 グ ア ザ チ ン （ guazatine） 、 イ ミ ノ ク タ ジ ン （ iminoctadine） 、 ト リ デ モ ル フ （ tr
idemorph） な ど の ア ミ ン 誘 導 体 、
・ ピ リ メ タ ニ ル （ pyrimethanil） 、 メ パ ニ ピ リ ム （ mepanipyrim） ま た は シ プ ロ ジ ニ ル （ c
yprodinyl） な ど の ア ニ リ ノ ピ リ ミ ジ ン 、
・ シ ク ロ ヘ キ シ ミ ド （ cycloheximide） 、 グ リ セ オ フ ル ビ ン （ griseofulvin） 、 カ ス ガ マ
イ シ ン （ kasugamycin） 、 ナ タ マ イ シ ン （ natamycin） 、 ポ リ オ キ シ ン （ polyoxin） ま た は
ス ト レ プ ト マ イ シ ン （ streptomycin） な ど の 抗 生 物 質 、
・ ビ テ ル タ ノ ー ル （ bitertanol） 、 ブ ロ モ コ ナ ゾ ー ル （ bromoconazole） 、 シ プ ロ コ ナ ゾ
ー ル （ cyproconazole） 、 ジ フ ェ ノ コ ナ ゾ ー ル （ difenoconazole） 、 ジ ニ ト ロ コ ナ ゾ ー ル
（ dinitroconazole） 、 エ ニ ル コ ナ ゾ ー ル （ enilconazole） 、 フ ェ ン ブ コ ナ ゾ ー ル （ fenbu
conazole） 、 フ ル キ ン コ ナ ゾ ー ル （ fluquinconazole） 、 フ ル シ ラ ゾ ー ル （ flusilazole）
、 フ ル ト リ ア ホ ー ル （ flutriafol） 、 ヘ キ サ コ ナ ゾ ー ル （ hexaconazole） 、 イ マ ザ リ ル （
imazalil） 、 イ プ コ ナ ゾ ー ル （ ipconazole） 、 ミ ク ロ ブ タ ニ ル （ myclobutanil） 、 ペ ン コ
ナ ゾ ー ル （ penconazole） 、 プ ロ ピ コ ナ ゾ ー ル （ propiconazole） 、 プ ロ ク ロ ラ ズ （ prochl
oraz） 、 プ ロ チ オ コ ナ ゾ ー ル （ prothioconazole） 、 シ メ コ ナ ゾ ー ル （ simeconazole） 、
テ ト ラ コ ナ ゾ ー ル （ tetraconazole） 、 ト リ ア ジ メ ホ ン （ triadimefon） 、 ト リ ア ジ メ ノ ー
ル （ triadimenol） 、 ト リ フ ル ミ ゾ ー ル （ triflumizole） 、 ト リ チ コ ナ ゾ ー ル （ triticona
zole） な ど の ア ゾ ー ル 、
・ ミ ク ロ ゾ リ ン （ myclozolin） 、 プ ロ シ ミ ド ン （ procymidone） な ど の ジ カ ル ボ キ シ ミ ド
、
・ フ ェ ル バ ム （ ferbam） 、 ナ バ ム （ nabam） 、 メ タ ム （ metam） 、 プ ロ ピ ネ ブ （ propineb）
、 ポ リ カ ル バ メ ー ト （ polycarbamate） 、 ジ ラ ム （ ziram） 、 ジ ネ ブ （ zineb） な ど の ジ チ
オ カ ル バ メ ー ト 、
・ ア ニ ラ ジ ン （ anilazine） 、 ボ ス カ リ ド （ boscalid） 、 オ キ シ カ ル ボ キ シ ン （ oxycarbox
in） 、 シ ア ゾ フ ァ ミ ド （ cyazofamid） 、 ダ ゾ メ ッ ト （ dazomet） 、 フ ァ モ キ サ ド ン （ famox
adone） 、 フ ェ ン ア ミ ド ン （ fenamidone） 、 フ ベ リ ダ ゾ ー ル （ fuberidazole） 、 フ ル ト ラ
ニ ル （ flutolanil） 、 フ ラ メ ト ピ ル （ furametpyr） 、 イ ソ プ ロ チ オ ラ ン （ isoprothiolane
） 、 メ プ ロ ニ ル （ mepronil） 、 ヌ ア リ モ ー ル (nuarimol)、 プ ロ ベ ナ ゾ ー ル （ probenazole
） 、 ピ ロ キ ロ ン （ pyroquilon） 、 シ ル チ オ フ ァ ム （ silthiofam） 、 チ ア ベ ン ダ ゾ ー ル （ th
iabendazole） 、 チ フ ル ザ ミ ド （ thifluzamide） 、 チ ア ジ ニ ル （ tiadinil） 、 ト リ シ ク ラ
ゾ ー ル （ tricyclazole） 、 ト リ フ ォ リ ン （ triforine） な ど の 複 素 環 式 化 合 物 、
・ ビ ナ パ ク リ ル （ binapacryl） 、 ジ ノ カ ッ プ （ dinocap） 、 ジ ノ ブ ト ン （ dinobuton） 、 ニ
ト ロ フ タ ル -イ ソ プ ロ ピ ル （ nitrophthal-isopropyl） な ど の ニ ト ロ フ ェ ニ ル 誘 導 体 、
・ ア シ ベ ン ゾ ラ ル -S-メ チ ル （ acibenzolar-S-methyl） 、 カ ル プ ロ パ ミ ド （ carpropamid）
、 ク ロ ロ タ ロ ニ ル （ chlorothalonil） 、 シ フ ル フ ェ ナ ミ ド （ cyflufenamid） 、 シ モ キ サ ニ
ル （ cymoxanil） 、 ジ ク ロ メ ジ ン （ diclomezine） 、 ジ ク ロ シ メ ッ ト （ diclocymet） 、 ジ エ
ト フ ェ ン カ ル ブ （ diethofencarb） 、 エ ジ フ ェ ン ホ ス （ edifenphos） 、 エ タ ボ キ サ ム （ eth
aboxam） 、 酢 酸 フ ェ ン チ ン （ fentin acetate） 、 フ ェ ノ キ サ ニ ル （ fenoxanil） 、 フ ェ リ
ム ゾ ン （ ferimzone） 、 フ ォ セ チ ル （ fosetyl） 、 ヘ キ サ ク ロ ロ ベ ン ゼ ン （ hexachlorobenz
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ene） 、 メ ト ラ フ ェ ノ ン （ metrafenone） 、 ペ ン シ ク ロ ン （ pencycuron） 、 プ ロ パ モ カ ル ブ
（ propamocarb） 、 フ タ リ ド （ phthalide） 、 ト ル ク ロ フ ォ ス -メ チ ル （ toloclofos-methyl
） 、 キ ン ト ゼ ン （ quintozene） 、 ゾ キ サ ミ ド （ zoxamide） な ど の 他 の 殺 菌 剤 、
・ フ ル オ キ サ ス ト ロ ビ ン （ fluoxastrobin） 、 メ ト ミ ノ ス ト ロ ビ ン （ metominostrobin） 、
オ リ サ ス ト ロ ビ ン （ orysastrobin） ま た は ピ ラ ク ロ ス ト ロ ビ ン （ pyraclostrobin） な ど の
ス ト ロ ビ ル リ ン 、
・ キ ャ プ タ ホ ー ル （ captafol） な ど の ス ル フ ェ ン 酸 誘 導 体 、
・ フ ル メ ト ベ ル (flumetover)な ど の シ ン ナ ミ ド お よ び 類 似 化 合 物
か ら 選 択 さ れ る 殺 菌 剤 で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 発 明 の 混 合 物 の 一 実 施 形 態 で は 、 も う １ 種 の 殺 菌 剤 IIIま た は 2種 の 殺 菌 剤 IIIお よ び I
Vを 化 合 物 Iお よ び IIに 加 え る 。 化 合 物 Iお よ び IIと 成 分 IIIと の 混 合 物 が 好 ま し い 。 特 に 好
ま し い の は 、 化 合 物 Iお よ び IIの 混 合 物 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 化 合 物 Iお よ び 化 合 物 IIは 、 同 時 に 、 す な わ ち 一 緒 に も し く は 別 々 に 、 ま た は 連 続 し て
施 用 す る こ と が 可 能 で あ り 、 別 々 の 施 用 の 場 合 、 そ の 順 番 は 、 一 般 的 に 防 除 手 段 の 結 果 に
何 の 影 響 も 与 え な い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 化 合 物 Iお よ び 化 合 物 IIは 、 通 常 は 100:1～ 1:100、 好 ま し く は 20:1～ 1:20、 特 に 2:1～ 1:
10の 重 量 比 で 施 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 成 分 IIIお よ び 適 切 な 場 合 に は IVは 、 所 望 に 応 じ て 、 20:1～ 1:20の 比 で 化 合 物 Iに 加 え る
。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 化 合 物 の タ イ プ お よ び 要 求 さ れ る 効 果 に 応 じ て 、 本 発 明 の 混 合 物 の 施 量 は 、 5 g/ha～ 20
00 g /ha、 好 ま し く は 50 g/ha～ 1500 g /ha、 特 に 50 g/ha～ 900 g /haで あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 同 様 に 、 化 合 物 Iの 施 量 は 、 一 般 的 に 1～ 1000 g/ha、 好 ま し く は 10～ 900 g/ha、 特 に 20
～ 750 g/haで あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 同 様 に 、 化 合 物 IIの 施 量 は 、 一 般 的 に 1～ 1500 g/ha、 好 ま し く は 10～ 1000 g/ha、 特 に 2
0～ 900 g/haで あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 種 子 の 処 理 に お い て は 、 混 合 物 の 施 量 は 、 一 般 的 に 1～ 1000 g/種 子 100 kg、 好 ま し く は
1～ 750 g/100 kg、 特 に 5～ 500 g/100 kgで あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 イ ネ 植 物 に 対 し て 病 原 性 を 持 つ 有 害 な 菌 類 の 防 除 に お い て 、 化 合 物 Iと IIと の 混 合 物 、
ま た は 化 合 物 Iお よ び IIの 別 々 の ま た は 一 緒 の 施 用 は 、 植 物 の 種 蒔 き の 前 も し く は 後 、 ま
た は 植 物 の 発 芽 の 前 も し く は 後 に 、 種 子 、 苗 、 植 物 ま た は 土 壌 に 噴 霧 ま た は 散 粉 す る こ と
に よ り 実 施 さ れ る 。 好 ま し く は 、 化 合 物 Iお よ び IIは 、 一 緒 に ま た は 別 々 に 、 葉 に 噴 霧 す
る こ と に よ り 施 用 さ れ る 。 施 用 は 、 顆 粒 を 施 用 す る こ と に よ り 、 ま た は 土 壌 に 散 粉 す る こ
と に よ り 実 施 し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 本 発 明 の 混 合 物 ま た は 化 合 物 Iお よ び IIは 、 通 常 の 製 剤 、 た と え ば 、 溶 液 、 エ マ ル シ ョ
ン 、 懸 濁 液 、 粉 末 、 ダ ス ト 、 ペ ー ス ト お よ び 顆 粒 に 変 換 す る こ と が で き る 。 施 用 剤 形 は 個
々 の 目 的 に 依 存 す る が 、 い ず れ の 場 合 に も 、 そ れ は 本 発 明 の 化 合 物 の 微 細 で 均 一 な 分 布 を
保 証 す る も の で な け れ ば な ら な い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 製 剤 は 公 知 の 方 法 、 た と え ば 、 活 性 化 合 物 を 溶 媒 お よ び /ま た は 担 体 に よ り 、 所 望 に よ
り 乳 化 剤 お よ び 分 散 剤 を 用 い て 希 釈 す る こ と に よ り 調 製 さ れ る 。 好 適 な 溶 媒 ／ 添 加 剤 は 基
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本 的 に 次 の 通 り で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
- 水 、 芳 香 族 溶 媒 （ た と え ば 、 ソ ル ベ ッ ソ (Solvesso)製 品 、 キ シ レ ン ） 、 パ ラ フ ィ ン （ た
と え ば 、 鉱 油 留 分 ） 、 ア ル コ ー ル （ た と え ば 、 メ タ ノ ー ル 、 ブ タ ノ ー ル 、 ペ ン タ ノ ー ル 、
ベ ン ジ ル ア ル コ ー ル ） 、 ケ ト ン （ た と え ば 、 シ ク ロ ヘ キ サ ノ ン 、 ガ ン マ -ブ チ ロ ラ ク ト ン
） 、 ピ ロ リ ド ン （ NMP、 NOP） 、 酢 酸 エ ス テ ル （ 二 酢 酸 グ リ コ ー ル ） 、 グ リ コ ー ル 、 脂 肪 酸
ジ メ チ ル ア ミ ド 、 脂 肪 酸 お よ び 脂 肪 酸 エ ス テ ル 。 原 則 と し て 、 溶 媒 混 合 物 も 用 い る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
- 粉 砕 し た 天 然 鉱 物 （ た と え ば 、 カ オ リ ン 、 ク レ ー 、 タ ル ク 、 チ ョ ー ク ） お よ び 粉 砕 し た
合 成 鉱 物 （ た と え ば 、 高 分 散 シ リ カ 、 ケ イ 酸 塩 ） な ど の 担 体 ； 非 イ オ ン お よ び 陰 イ オ ン 乳
化 剤 （ た と え ば 、 ポ リ オ キ シ エ チ レ ン 脂 肪 ア ル コ ー ル エ ー テ ル 、 ア ル キ ル ス ル ホ ネ ー ト お
よ び ア リ ー ル ス ル ホ ネ ー ト ） な ど の 乳 化 剤 ； お よ び リ グ ニ ン 亜 硫 酸 廃 液 お よ び メ チ ル セ ル
ロ ー ス な ど の 分 散 剤 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 好 適 な 界 面 活 性 剤 は 、 リ グ ノ ス ル ホ ン 酸 、 ナ フ タ レ ン ス ル ホ ン 酸 、 フ ェ ノ ー ル ス ル ホ ン
酸 、 ジ ブ チ ル ナ フ タ レ ン ス ル ホ ン 酸 、 ア ル キ ル ア リ ー ル ス ル ホ ネ ー ト 、 ア ル キ ル ス ル フ ェ
ー ト 、 ア ル キ ル ス ル ホ ネ ー ト 、 脂 肪 ア ル コ ー ル ス ル フ ェ ー ト 、 脂 肪 酸 お よ び 硫 酸 化 脂 肪 ア
ル コ ー ル グ リ コ ー ル エ ー テ ル の ア ル カ リ 金 属 塩 、 ア ル カ リ 土 類 金 属 塩 お よ び ア ン モ ニ ウ ム
塩 で あ る 。 さ ら に 、 ス ル ホ ン 化 ナ フ タ レ ン お よ び ナ フ タ レ ン 誘 導 体 と ホ ル ム ア ル デ ヒ ド の
縮 合 物 、 ナ フ タ レ ン ま た は ナ フ タ レ ン ス ル ホ ン 酸 と フ ェ ノ ー ル お よ び ホ ル ム ア ル デ ヒ ド の
縮 合 物 、 ポ リ オ キ シ エ チ レ ン オ ク チ ル フ ェ ニ ル エ ー テ ル 、 エ ト キ シ ル 化 イ ソ オ ク チ ル フ ェ
ノ ー ル 、 オ ク チ ル フ ェ ノ ー ル 、 ノ ニ ル フ ェ ノ ー ル 、 ア ル キ ル フ ェ ニ ル ポ リ グ リ コ ー ル エ ー
テ ル 、 ト リ ブ チ ル フ ェ ニ ル ポ リ グ リ コ ー ル エ ー テ ル 、 ト リ ス テ ア リ ル フ ェ ニ ル ポ リ グ リ コ
ー ル エ ー テ ル 、 ア ル キ ル ア リ ー ル ポ リ エ ー テ ル ア ル コ ー ル 、 ア ル コ ー ル お よ び 脂 肪 ア ル コ
ー ル ／ エ チ レ ン オ キ シ ド 縮 合 物 、 エ ト キ シ ル 化 ひ ま し 油 、 ポ リ オ キ シ エ チ レ ン ア ル キ ル エ
ー テ ル 、 エ ト キ シ ル 化 ポ リ オ キ シ プ ロ ピ レ ン 、 ラ ウ リ ル ア ル コ ー ル ポ リ グ リ コ ー ル エ ー テ
ル ア セ タ ー ル 、 ソ ル ビ ト ー ル エ ス テ ル 、 リ グ ニ ン 亜 硫 酸 廃 液 お よ び メ チ ル セ ル ロ ー ス で あ
る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 直 接 噴 霧 可 能 な 溶 液 、 エ マ ル シ ョ ン 、 ペ ー ス ト ま た は 油 分 散 物 の 調 製 に 適 し て い る 物 質
は 、 ケ ロ シ ン ま た は ジ ー ゼ ル 油 な ど の 中 程 度 か ら 高 い 沸 点 の 鉱 油 留 分 、 さ ら に 、 コ ー ル タ
ー ル 油 お よ び 植 物 ま た は 動 物 由 来 の 油 、 脂 肪 族 、 環 式 お よ び 芳 香 族 炭 化 水 素 、 た と え ば 、
ト ル エ ン 、 キ シ レ ン 、 パ ラ フ ィ ン 、 テ ト ラ ヒ ド ロ ナ フ タ レ ン 、 ア ル キ ル 化 ナ フ タ レ ン ま た
は そ の 誘 導 体 、 メ タ ノ ー ル 、 エ タ ノ ー ル 、 プ ロ パ ノ ー ル 、 ブ タ ノ ー ル 、 シ ク ロ ヘ キ サ ノ ー
ル 、 シ ク ロ ヘ キ サ ノ ン 、 イ ソ ホ ロ ン 、 極 性 の 高 い 溶 媒 、 た と え ば 、 ジ メ チ ル ス ル ホ キ シ ド
、 N-メ チ ル ピ ロ リ ド ン 、 ま た は 水 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 粉 末 、 散 布 用 材 料 お よ び 散 粉 剤 は 、 活 性 物 質 を 固 体 の 担 体 と 混 合 ま た は 同 時 に 粉 砕 す る
こ と に よ り 調 製 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 顆 粒 、 た と え ば 、 被 覆 顆 粒 、 含 浸 顆 粒 お よ び 均 一 な 顆 粒 は 、 活 性 化 合 物 を 固 体 の 担 体 に
結 合 さ せ る こ と に よ り 調 製 す る こ と が で き る 。 固 体 の 担 体 の 例 は 、 シ リ カ ゲ ル 、 ケ イ 酸 塩
、 タ ル ク 、 カ オ リ ン 、 ア タ ク レ ー (attaclay)、 石 灰 岩 、 石 灰 、 チ ョ ー ク 、 膠 塊 粘 土 、 黄 土
、 ク レ ー 、 白 雲 石 、 珪 藻 土 、 硫 酸 カ ル シ ウ ム 、 硫 酸 マ グ ネ シ ウ ム 、 酸 化 マ グ ネ シ ウ ム な ど
の 鉱 物 土 類 、 粉 砕 し た 合 成 材 料 、 肥 料 、 た と え ば 硫 酸 ア ン モ ニ ウ ム 、 リ ン 酸 ア ン モ ニ ウ ム
、 硝 酸 ア ン モ ニ ウ ム 、 尿 素 な ど 、 お よ び 穀 物 粗 挽 き 粉 、 樹 皮 粗 挽 き 粉 、 木 材 粗 挽 き 粉 お よ
び 木 の 実 の 殻 の 粗 挽 き 粉 な ど の 植 物 由 来 の 製 品 、 セ ル ロ ー ス 粉 末 お よ び 他 の 固 体 の 担 体 で
あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
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　 一 般 的 に 、 製 剤 は 、 0.01～ 95重 量 ％ 、 好 ま し く は 0.1～ 90重 量 ％ の 活 性 化 合 物 を 含 む 。
活 性 化 合 物 は 、 90%～ 100%、 好 ま し く は 95%～ 100%の 純 度 （ NMRス ペ ク ト ル に よ る ） の も の
を 使 用 す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 以 下 に 製 剤 の 例 を 示 す 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
1. 水 に よ り 希 釈 す る た め の 製 品
A) 水 溶 性 濃 縮 物 (SL)
　 10重 量 部 の 活 性 化 合 物 を 水 ま た は 水 溶 性 溶 媒 に 溶 解 す る 。 あ る い は 、 湿 潤 剤 ま た は 他 の
添 加 剤 を 加 え る 。 活 性 化 合 物 は 水 に よ り 希 釈 す る と 溶 解 す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
B) 分 散 性 濃 縮 物 (DC)
　 20重 量 部 の 活 性 化 合 物 を 、 分 散 剤 、 た と え ば ポ リ ビ ニ ル ピ ロ リ ド ン を 加 え て シ ク ロ ヘ キ
サ ノ ン に 溶 解 す る 。 水 に よ り 希 釈 す る と 分 散 物 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
C) 乳 化 性 濃 縮 物 (EC)
　 15重 量 部 の 活 性 化 合 物 を 、 ド デ シ ル ベ ン ゼ ン ス ル ホ ン 酸 カ ル シ ウ ム お よ び エ ト キ シ ル 化
ひ ま し 油 （ そ れ ぞ れ 濃 度 5%） を 加 え て キ シ レ ン に 溶 解 す る 。 水 に よ り 希 釈 す る と エ マ ル シ
ョ ン が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
D) エ マ ル シ ョ ン (EW、 EO)
　 40重 量 部 の 活 性 化 合 物 を ド デ シ ル ベ ン ゼ ン ス ル ホ ン 酸 カ ル シ ウ ム お よ び エ ト キ シ ル 化 ひ
ま し 油 （ そ れ ぞ れ 濃 度 5%） を 加 え て キ シ レ ン に 溶 解 す る 。 こ の 混 合 物 を 乳 化 器 (Ultraturr
ax)を 用 い て 水 中 に 導 入 し 、 均 一 な エ マ ル シ ョ ン を 調 製 す る 。 水 に よ り 希 釈 す る と エ マ ル
シ ョ ン が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
E) 懸 濁 液 (SC、 OD)
　 撹 拌 し た ボ ー ル ミ ル 中 で 、 20重 量 部 の 活 性 化 合 物 を 、 分 散 剤 、 湿 潤 剤 お よ び 水 ま た は 有
機 溶 媒 を 加 え て 粉 砕 す る と 、 微 細 な 活 性 化 合 物 の 懸 濁 液 が 得 ら れ る 。 水 に よ り 希 釈 す る と
、 活 性 化 合 物 の 安 定 な 懸 濁 液 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
F) 水 分 散 性 顆 粒 お よ び 水 溶 性 顆 粒 (WG、 SG)
　 50重 量 部 の 活 性 化 合 物 を 、 分 散 剤 お よ び 湿 潤 剤 を 加 え て 微 細 に 粉 砕 し 、 技 術 機 器 （ た と
え ば 、 射 出 機 、 噴 霧 塔 、 流 動 床 ） を 用 い て 水 分 散 性 ま た は 水 溶 性 顆 粒 を 調 製 す る 。 水 に よ
り 希 釈 す る と 活 性 化 合 物 の 安 定 な 分 散 物 ま た は 溶 液 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
G) 水 分 散 性 粉 末 お よ び 水 溶 性 粉 末 (WP、 SP)
　 75重 量 部 の 活 性 化 合 物 を 、 分 散 剤 、 湿 潤 剤 お よ び シ リ カ ゲ ル を 加 え て ロ ー タ ー ス テ ー タ
ー ミ ル (rotor-stator mill)中 で 粉 砕 す る 。 水 に よ り 希 釈 す る と 活 性 化 合 物 の 安 定 な 分 散
物 ま た は 溶 液 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
2. 希 釈 な し で 施 用 す る 製 品
H) 散 粉 剤 (DP)
　 5重 量 部 の 活 性 化 合 物 を 微 細 に 粉 砕 し 、 95%の 微 細 に 粉 砕 し た カ オ リ ン と 緊 密 に 混 合 す る
。 こ れ に よ り 散 粉 剤 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
I) 顆 粒 (GR、 FG、 GG、 MG)
　 0.5重 量 部 の 活 性 化 合 物 を 微 細 に 粉 砕 し 、 95.5%の 担 体 と 結 合 さ せ る 。 最 新 の 方 法 は 射 出
、 噴 霧 乾 燥 ま た は 流 動 床 で あ る 。 こ れ に よ り 希 釈 な し で 施 用 さ れ る 顆 粒 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
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J) ULV溶 液 (UL)
　 10重 量 部 の 活 性 化 合 物 を 有 機 溶 媒 、 た と え ば キ シ レ ン に 溶 解 す る 。 こ れ に よ り 希 釈 な し
で 施 用 さ れ る 製 品 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 活 性 化 合 物 は 、 そ の ま ま で 、 そ れ ら の 製 剤 の 形 で 、 ま た は そ の 製 剤 か ら 調 製 さ れ た 使 用
形 態 で 、 た と え ば 、 直 接 噴 霧 で き る 溶 液 、 粉 末 、 懸 濁 液 も し く は 分 散 液 、 エ マ ル シ ョ ン 、
油 分 散 物 、 ペ ー ス ト 、 散 粉 剤 、 散 布 用 材 料 、 ま た は 顆 粒 の 形 で 、 ス プ レ ー 、 噴 霧 、 散 粉 、
散 布 ま た は 注 入 に よ り 使 用 す る こ と が で き る 。 使 用 形 態 は 意 図 さ れ る 目 的 に 完 全 に 依 存 す
る が 、 い ず れ の 場 合 に も 、 そ れ ら は 本 発 明 の 活 性 化 合 物 の 可 能 な 限 り 微 細 な 分 布 を 保 証 す
る こ と を 目 的 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 水 性 の 使 用 形 態 は 、 濃 縮 エ マ ル シ ョ ン 、 ペ ー ス ト ま た は 湿 潤 性 粉 末 （ 噴 霧 用 粉 末 、 油 分
散 物 ） に 水 を 加 え る こ と に よ り 調 製 す る こ と が で き る 。 エ マ ル シ ョ ン 、 ペ ー ス ト ま た は 油
分 散 物 を 調 製 す る た め に 、 物 質 を 、 そ の ま ま で 、 ま た は 油 ま た は 溶 媒 に 溶 解 し て 、 湿 潤 剤
、 粘 着 付 与 剤 、 分 散 剤 ま た は 乳 化 剤 を 用 い て 水 中 に 均 一 化 す る こ と が で き る 。 あ る い は 、
活 性 物 質 、 湿 潤 剤 、 粘 着 付 与 剤 、 分 散 剤 ま た は 乳 化 剤 、 お よ び 適 切 な 場 合 に は 溶 媒 ま た は
油 を 含 む 濃 縮 物 を 調 製 す る こ と が で き 、 こ の よ う な 濃 縮 物 は 水 に よ る 希 釈 に 適 し て い る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 そ の ま ま 使 え る 製 剤 に お け る 活 性 化 合 物 濃 度 は 比 較 的 広 い 範 囲 内 で 変 化 し 得 る 。 一 般 的
に 、 上 記 濃 度 は 0.0001～ 10%、 好 ま し く は 0.01～ 1%で あ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 活 性 化 合 物 は 、 95重 量 %以 上 の 活 性 化 合 物 を 含 む 製 剤 を 施 用 す る こ と が 可 能 な 、 ま た は
添 加 剤 を 含 ま な い 活 性 化 合 物 を 施 用 す る こ と さ え も 可 能 な 微 量 散 布 法 (ULV)に も 効 果 的 に
使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 さ ま ざ ま な タ イ プ の 油 、 湿 潤 剤 、 補 助 剤 、 除 草 剤 、 殺 菌 剤 (fungicides)、 他 の 殺 虫 剤 ま
た は 殺 菌 剤 (bactericides)を 、 適 切 な 場 合 に は 使 用 の 直 前 に 、 活 性 化 合 物 に 加 え る こ と が
で き る （ タ ン ク ミ ッ ク ス ） 。 こ れ ら の 薬 剤 は 、 本 発 明 の 組 成 物 に 、 通 常 、 1:10～ 10:1の 重
量 比 で 混 合 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 化 合 物 Iお よ び IIも し く は 混 合 物 ま た は 対 応 す る 製 剤 は 、 有 害 な 菌 類 ま た は そ れ ら か ら
保 護 す る べ き 植 物 、 種 子 、 土 壌 、 領 域 、 材 料 も し く は 空 間 を 、 混 合 物 、 ま た は 別 々 の 施 用
の 場 合 に は 化 合 物 Iお よ び IIの 殺 菌 に 有 効 な 量 に よ り 処 理 す る こ と に よ り 施 用 さ れ る 。 施
用 は 、 有 害 な 菌 類 の 感 染 の 前 ま た は 後 に 実 施 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 化 合 物 お よ び 混 合 物 の 殺 菌 作 用 は 下 記 の 実 験 に よ り 証 明 す る こ と が で き る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 活 性 化 合 物 を 、 別 々 に ま た は 一 緒 に 、 ア セ ト ン ま た は DMSO中 に 0.25重 量 %の 活 性 化 合 物
を 含 む 原 液 と し て 調 製 し た 。 １ 重 量 ％ の 乳 化 剤 Uniperol（ 登 録 商 標 ） EL（ エ ト キ シ ル 化 ア
ル キ ル フ ェ ノ ー ル を ベ ー ス と す る 乳 化 お よ び 分 散 作 用 を 有 す る 湿 潤 剤 ） を こ の 溶 液 に 加 え
、 上 記 溶 液 を 水 に よ り 所 望 の 濃 度 に 希 釈 し た 。
【 ０ ０ ５ ８ 】

　 植 木 鉢 で 栽 培 し た 品 種 「 Tai-Nong 67」 の イ ネ の 苗 の 葉 に 、 下 記 の 濃 度 の 活 性 化 合 物 を
有 す る 水 性 懸 濁 液 を 流 出 点 ま で 噴 霧 し た 。 翌 日 、 植 物 に コ ク リ オ ボ ル ス ・ ミ ヤ ベ ア ヌ ス の
水 性 胞 子 懸 濁 液 を 接 種 し た 。 次 に 、 試 験 植 物 を 22～ 24℃ で か つ 95～ 99%の 相 対 大 気 湿 度 の
気 候 調 節 室 に 6日 間 置 い た 。 次 に 、 葉 に お け る 感 染 の 発 達 の 程 度 を 視 覚 的 に 測 定 し た 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
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使 用 例 － コ ク リ オ ボ ル ス ・ ミ ヤ ベ ア ヌ ス (Cochliobolus miyabeanus)に よ り 引 き 起 こ さ れ
る イ ネ の 褐 点 病 に 対 す る 活 性 、 保 護 的 施 用



　 評 価 は 、 感 染 し た 植 物 の パ ー セ ン テ ー ジ を 測 定 す る こ と に よ り 実 施 し た 。 こ れ ら の パ ー
セ ン テ ー ジ を 効 果 に 変 換 し た 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 効 果 (E)は 、 下 記 の よ う に ア ボ ッ ト (Abbot)の 式 を 用 い て 算 出 す る :
　 　 E＝ (1－ α /β )・ 100
α は 、 ％ で 表 し た 処 理 さ れ た 植 物 の 菌 類 感 染 に 対 応 し 、 ま た
β は 、 ％ で 表 し た 未 処 理 (対 照 )の 植 物 の 菌 類 感 染 に 対 応 す る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 効 果 0は 、 処 理 さ れ た 植 物 の 感 染 レ ベ ル が 未 処 理 の 対 照 植 物 の 感 染 レ ベ ル と 一 致 す る こ
と を 意 味 し て お り 、 ま た 効 果 100は 、 処 理 さ れ た 植 物 が 感 染 し な か っ た こ と を 意 味 す る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 活 性 化 合 物 の 混 合 物 に つ い て 予 想 さ れ る 効 果 を コ ル ビ ー (Colby)の 式 (R.S. Colby, Weed
s 15, 20-22, 1967)を 用 い て 決 定 し 、 観 察 さ れ た 効 果 と 比 較 す る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
コ ル ビ ー の 式 :
　 E＝ x＋ y－ x・ y/100
E　 濃 度 aお よ び bの 活 性 化 合 物 Aお よ び Bの 混 合 物 を 用 い た 場 合 の 、 未 処 理 の 対 照 に 対 す る
％ で 表 さ れ た 予 想 さ れ る 効 果
x　 濃 度 aの 活 性 化 合 物 Aを 用 い た 場 合 の 、 未 処 理 の 対 照 に 対 す る ％ で 表 さ れ た 効 果
y　 濃 度 bの 活 性 化 合 物 Bを 用 い た 場 合 の 、 未 処 理 の 対 照 に 対 す る ％ で 表 さ れ た 効 果
　 比 較 用 化 合 物 と し て は 、 EP-A 988 790に 記 載 の フ ェ ン ピ ク ロ ニ ル 混 合 物 に よ り 公 知 の 化
合 物 Aお よ び Bを 使 用 し た 。
【 化 ３ 】
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【 表 １ 】
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【 ０ ０ ６ ４ 】
　 試 験 結 果 か ら 、 比 較 用 化 合 物 が 、 個 々 の 活 性 化 合 物 と し て は 比 較 可 能 な 施 量 に お い て 化
合 物 Iよ り も 効 果 的 で あ る に も か か わ ら ず 、 本 発 明 の 混 合 物 は 、 強 い 相 乗 効 果 に よ り 、 EP-
A 988 790に よ り 公 知 の フ ェ ン ピ ク ロ ニ ル 混 合 物 よ り ず っ と 効 果 的 で あ る こ と が 分 か る 。
【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 6月 16日 (2006.6.16)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
1)式 I
【 化 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
の ト リ ア ゾ ロ ピ リ ミ ジ ン 誘 導 体 、 お よ び
2)式 II
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【 化 ２ 】
　
　
　
　
　
の フ ェ ン ピ ク ロ ニ ル を 、
相 乗 効 果 を 有 す る 量 で 含 む 、 殺 菌 混 合 物 。
【 請 求 項 ２ 】
　 式 Iの 化 合 物 お よ び 式 IIの 化 合 物 を 100:1～ 1:100の 重 量 比 で 含 む 請 求 項 1に 記 載 の 殺 菌 混
合 物 。
【 請 求 項 ３ 】
　 液 体 ま た は 固 体 の 担 体 お よ び 請 求 項 1ま た は 2に 記 載 の 混 合 物 を 含 む 殺 菌 組 成 物 。
【 請 求 項 ４ 】
　 イ ネ 病 原 性 の 有 害 な 菌 類 を 防 除 す る 方 法 で あ っ て 、 菌 類 、 そ の 生 育 環 境 ま た は 菌 類 の 攻
撃 か ら 保 護 す べ き 植 物 、 土 壌 も し く は 種 子 を 、 有 効 量 の 請 求 項 1に 記 載 の 化 合 物 Iお よ び 化
合 物 IIに よ り 処 理 す る こ と を 含 む 、 前 記 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 1に 記 載 の 化 合 物 Iお よ び IIを 同 時 に 、 す な わ ち 一 緒 に も し く は 別 々 に 、 ま た は 連
続 し て 施 用 す る 、 請 求 項 4に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 1ま た は 2に 記 載 の 混 合 物 を 、 5 g/ha～ 2000 g/haの 量 で 施 用 す る 、 請 求 項 4に 記 載
の 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 有 害 な 菌 類 で あ る コ ク リ オ ボ ル ス ・ ミ ヤ ベ ア ヌ ス （ Cochliobolus miyabeanus） を 防 除
す る 、 請 求 項 4～ 6の い ず れ か 1項 に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 請 求 項 1ま た は 2に 記 載 の 混 合 物 を 、 1～ 1000 g/種 子  100 kgの 量 で 施 用 す る 、 請 求 項 4ま
た は 5に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
　 1～ 1000 g/100 kgの 量 の 請 求 項 1ま た は 2に 記 載 の 混 合 物 を 含 む 種 子 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 組 成 物 を 調 製 す る た め の 、 請 求 項 1に 記 載 の 化 合 物 Iお よ び 化 合 物 I
Iの 使 用 。
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請 求 項 3に 記 載 の 殺 菌



【 国 際 調 査 報 告 】
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